ウンドウブ カツドウ ニオケル ケイゾクセイ ニカンスル ケンキュウ by 池上, 寿伸 et al.
1. Fac. Edu. Saga Univ. 
Vo1.9， No. 2(2005) 223~236 223 
『運動部活動における離競牲に関する離究J
*池上寿伸
A Study on Continuiηin Athletic club activiり7ofSchool
Toshinobu lKEGAMI 










































































( n) 男 女
ノ1、二 体 2，778 57.8 42.2 
鳥栖高等学校 285 54.4 45.6 
神埼I匂等学校 253 54.5 45.5 
佐賀北高等学校 300 56.3 43.7 
対 鹿島高等学校 173 59.5 40.5 
武雄青陵高等学校 180 49.4 50.6 
象
伊万里高等学校 247 58. 7 41.3 
寸止んー・ 唐津東高等学校 177 66.7 33.3 
鳥栖工業高等学校 263 98.5 1.5 
校 鳥栖商業高等学校 173 6.4 93.6 
佐賀商業向等学校 258 38.8 61.2 
佐賀工業高等学校 261 97.3 2.7 


































( n) 運動部継続 非継続
全体 2，778 54.0 46.0 
男 1，605 61. 9 38.1 






































( n) 領人的種目 集間的韓日 複数種目
全体 2，778 46.1 49.1 4.8 
継続群 1，499 44.0 51. 4 4.6 




合計 自分で 友達に 先輩に 先生に 家の人 その地
(n) 決めた 誘われ 誘われ 誘われ iこ融め
た た られた
全体 2，74 71. 9 16.5 3.9 1.7 3.2 2.8 
継続群 1，497 75.1 13.5 3.9 1.5 3.5 2.5 




合計 興味 身体面制覇交友商先生・ 小学技 なんと その能
( n)関心 先動撃誘のでやっ な(
たから
全体 2，73 6.4 49.8 16.9 38.7 4.4 28.6 20.5 4.0 
継続群 1，498 67.6 51.4 18.6 34.2 4.4 35.3 17.0 3.9 



















合計 強いか百号し、か タフブ クフブ》i雪i翠治安練習がイ中のよ 伶のよ 先議室・ 先議・ ナや旨ョチ謀者ー やりた お金が帰りがその他
( n) ら ら の活動の活動厳しい楽だかい先毅い先主主後畿の後罪史の ムメイう い種目 かかる退くな盛んだ、あまり から ら や友あや友な上下あ上下な かまトなとくい がない から るから
から り し、 る u、 ら から
全体 2，028 20.7 6.9 24.1 4.4 15.8 11. 0 33.8 7.6 7.7 17.6 2.8 12.7 4.1 20.6 6.1 
縦続群 1，327 29.5 6.8 32.7 3.7 11. 7 14.8 48.1 2.8 4.7 24.3 1.3 5.9 2.3 7.2 4.7 





( n) い治、ら いから ツにi勾えたい を鍛え捜せたいていから 7こいかいからないか
ら ら
全体 2，211 4. 7 6.8 7.7 38.8 7.3 
継続群 1，423 6.6 5.8 2.7 57.3 10.2 






























ある から から ら fこから fこから
11. 0 8.1 19.3 33.8 7.3 1.9 3.3 
1.3 2.2 2.5 49.5 9.5 0.4 0.6 
















( n) 選3日以内 週 4~6 司 毎日
全体 2，637 3.4 45.1 51. 5 
継続群 1，433 1.9 40.9 57.2 




( n) 週3日以内 選 4~6 日 毎日
男子 1，520 4.4 42.3 53.3 
継続群 949 2.0 38.4 59.6 





(ロ) 2時時以内 ~3 時潤 ~5 時間
全体 2，717 59.7 35.8 4.5 
継続群 1，472 58.0 38.1 3.9 




(n) 2時河以内 ~3 時陪 ~5 時間 それ以上
全体 2，644 17.6 41.0 38.1 3.3 
継続群 1，440 17.6 43.0 36.7 2. 7 




(n) 内 ~3 時間 ~5 時間 それ以上
イ本 1，864 43.0 6.7 
継続群 1，094 9.4 44.0 40.9 5.7 
非継続群 770 8.3 37.4 46.2 8.1 
(p<O.Ol) 
続群は「毎日jの練習が59.6%と最も多く約6割



















( n) 2時間以内 ~3 時間 ~5 時開 それ以上
男子 1，092 10.3 39.5 42.8 7.4 
継続群 725 9.5 42.8 41.2 6.5 




( n) 2時間以内 ~3 時間 ~5 時開 それ以上
女子 772 7.0 43.9 43.5 5.6 
継続群 369 9.2 46.6 40.1 4.1 




( n) 過剰な練習 過度な線習|繍量の不足
全体 2， 770 28.0 58.2 13.8 
継続群 1，497 26.2 59.1 14.7 































(n) 楽しかった ふつう 業し(なかった
全体 2，776 49.0 38.6 12.4 
継続群 1，497 53.7 36.3 10.0 




(n) 楽しかった ふつう 業し(なかった
男子 1，604 48.0 38.2 13.8 
継続群 993 53.2 35.5 11. 3 




(n) 楽しかった ふつう 楽しw，っ I~
女子 1， 172 50.3 39.2 10.5 
継続群 504 37.9 7.5 




合計 技能の 練習内 練習時 指導者 人間関 その他
(n) 向上・ ~ ッ 関の長 の教え 採の良
不振 さ 方 否
全体 2，670 52.3 70.2 28.4 38.8 33.9 4.7 
継続群 1，443 55.8 68.9 26.0 40.3 33.2 4.6 






































































(n) 地底大会 愚大会 九日ト全国大会
全体 1，542 28.3 57.8 13.9 
継続群 946 25.5 58.2 16.3 




( n) レギ、ユラー 非レギュラー
全体 2，763 66.4 33.6 
継続群 1，496 74.4 25.6 




























(n) 賛成して 意思表示 反対だ
くれた なかった った
全体 2，772 57.7 39.7 2.6 
継続群 1，498 62.3 35.6 2.1 





(n) 過剰な 過度な 関心が薄
世話 世話 かった
全体 2，647 5.4 49.1 45.5 
継続群 1，448 5.7 51. 8 42.5 




合計 練習の応 練習時の 試合時の
(n) 援・手伝 飲食物の 飲食物の
し、 提供 提供
全体 2，132 10.1 18.4 57.8 
継続群 1，222 11. 0 19.8 59.1 
非継続群 910 8.9 16.5 56.0 
表23 盤読の有無別にみた部内のよ下関保(中学校部活動)
合計 部内の上下関係(%)
( n) 上下関揺があった 上下関誌はなかった
全体 2，752 68.1 31. 9 
継続群 1，485 65.3 34.7 


























試合中の 試合時に 練習・試 レクリェ… その他
応援 送り迎え 合時の助 ションなど
Eヨ の催し
70.6 52.8 13.7 18.0 4.0 
73.4 56.2 14.2 20.7 2. 7 




( n) 上下関採があった 上下関揺はなかった
全体 2，752 68.1 31. 9 
男 1，591 60.9 39.1 




























疲れに 疲れや 体が丈 病気が 痩せた 太った 動作が けがが 食欲が
(n) くくな すくな 夫にな ちにな 機敏に 多くな 出てき
った った った った なった った た
全体 2，617 39.1 9.9 73.6 1.5 15.4 4.9 38. 7 6.3 42.6 
継続群 l，446 39.5 9.0 78.0 1.0 15. 7 4.6 40.6 6.4 44.6 
非継続群 1，171 38. 7 1. 0 68.2 2.0 14.9 5.4 36.3 6.2 40.1 
表26 継続の有無別にみた中学技部活動における活動効果(精神的変化)
靖神的変化(%)
合計 積極的 出極的 根気強 根気が 責1f感 無責任 落ち着 落ち着 協力的 わがま
(n) になっ になっ くなっ なくな が出て になっ きが出 きがなく になっ まにな
た た た った きた fこ てきた なった った
全体 2，585 32.8 2.7 61. 2 2.1 34.1 1.7 20.9 3.6 31. 9 2.7 
継続群 1，436 35.4 1.7 63.1 1.1 37.0 1.3 21. 0 3.8 31.1 2.3 
非継続群 1， 149 29.7 3.8 58.7 3.3 30.5 2.3 20.8 3.4 32.9 3.2 
表27 繕続の有無別にみた中学校部活動における活動効果(行動的変化)
1T動的変化(%)
合計 規期的 不規則 よく外 家の中 行動が 友達が 無作法 礼{義正
ま伝よくのいうす手にをる
家の手
な生活 な生活 で遊ぶ でゴロ 活発に 増えた になっ しく 伝いを( n)
になっ になっ ように ゴるよロうすになった た なった しなく
た た なった なった なった なった
全体 2，623 26.0 11. 3 18.9 13.0 34.0 63.8 5.4 11. 2 
継続群 1，452 26.2 9.8 19.1 12.5 36.0 65.9 1.8 31. 9 5.0 10.5 
非継続群 1，171 25.6 13.1 18.7 13.7 31.5 61. 2 2.2 24.1 5.9 12.0 
表28 縫続の有無別にみた中学校部活動における活動効果(学業商の変化)
学業面の変化(%)
合計 授業に集 集中力が 勉強の能 あまり勉 成績が上
( n) 中しなく ついた 率が上が 強しなく がった
なった った なった
全体 2，401 22.1 52.8 27.5 46.4 27.2 
継続群 1，332 21. 8 54.4 28.5 48.1 27.2 























































全体 2，738 39.6 60.4 
継続群 1，481 43.2 56.8 


























合計 小学校 中学校 小・中 ゃった その他
(n) で経数 で経験 学校と ことが
したか したか 続けた ないか
ら ら から r戸コ
全体 2，169 4.1 36.7 20.4 25.2 26.1 
問種g群 874 1.9 57.1 40.6 2.6 9.8 




( n) 偶人的麓目 集出的種呂
全体 1，499 52.8 47.2 
同種自群 881 45.4 54.6 




































やるか 勝敗は 練習は 練習は やるか
合計




しミ しなけ にやれ ある桂
ければ ればな ばよい 度の犠
ならな らない 牲は仕
Uミ 方ない
全体 2，707 37.3 29.4 14.7 55.4 16.8 
同種目群 868 53.3 23.3 21. 0 58.5 19.4 
異麓毘群 611 35. 7 30.0 11. 9 58.8 18.0 
表33 継続麓自の変更と中学技部活動日数
合計 日数(%)
( n) 選3目立内 遇4~6 日 毎日
全体 2，637 3.4 45.1 51. 5 
開種目群 843 1.5 34.6 63.9 























何かを レクリェ 自己の 健康維 スポー その他
犠牲に …ンヨ 目標に 持のた ツには
してま ンとし 向かっ めの体 関心が
でやる て楽し てマイ 力づく ない
ことは くやれ ベ}ス りとし
ない ばよい でやる てやる
20.8 23.3 51. 6 52.6 3.2 1.7 
18.9 14.1 47.4 49.1 1.7 1. 71 
19.8 23.2 日.5 57.3 1.5 
表34 継続謹闘の変更と練習の楽しさ(中学校部活動)
合計 練習の楽しさ(%)
(n) 楽しかった ふつう 楽し(なかった
全体 2，776 49.0 38.6 12.4 
問韓日群 879 57.3 35.0 7.7 



























( n) レギュラー 非レギュラー
全体 2，763 66.4 33.6 
同種目群 880 83.5 16.5 




( n) 地区大会 県大会 7L!i1'全国大会
全体 1，542 28.3 57.8 13.9 
同韓日群 617 19.8 60.1 20.1 I 





























賛成して 意思表示 反対だ(n) 
くれた なかった った
全体 2，772 57.7 39.7 2.6 
間種目群 880 68.7 29.4 1.9 





( n) 過剰な 過度な 関-L'lfi
世話 世話 薄かった
全体 2，647 5.4 49.1 45.5 
向種目群 853 6.0 56.6 37.4 
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